
香川県における人工洞窟を利用した洞窟性コ

ウモリの越冬状況

- 谷地森秀二

- （四国自然史科学研究センター）

- 谷岡　仁（香美市）

- 山崎浩司

- （四国自然史科学研究センター）

- 金川弘哉（高知大学大学院）

　日本に生息する小型コウモリ類のうち，休

息や出産を洞窟内で行う種は，天然の洞窟だ

けではなく，防空壕や野菜をしまっておく岩

穴などの人工洞を利用する例が全国で確認さ

れ，洞窟性コウモリにとって人工洞も重要な

生活場所であることがわかってきた。われわ

れは，平成６Ａ年４月より高知県におけるコウ

モリ目の生息状況調査を進めている。調査の

過程で，高知県四万十市西土佐江川崎におい

て，ユビナガコウモリが利用する人工洞を複

数確認し，標識再捕獲法を用いて複数の場所

の利用状況の把握を試みている。これまでの

結果では，活動期である３月から６６月までの

期間はユビナガコウモリを確認でき，さらに

出産育児を行っていることも確認できた。一

方，６７月から２月の冬期にかけてはほとんど

確認できなくなることが分かった。そのた

め，本地域に生息する個体がどこで冬眠して

いるかは不明である。本報告では，本地域で

確認したユビナガコウモリの冬眠場所を把握

するために，香川県を含む四国地域の洞窟を

調査したので，その結果を報告する。

　調査は７５６６年６７月より７５６７年２月にかけ

て，既存文献によりユビナガコウモリの越冬

記録がある洞を中心に６Ｃヶ所で行った。調査

は日中に行い，洞の構造，洞内気温および洞

外気温を記録した。コウモリ目が確認できた

場合は，種，個体数を把握した。ユビナガコ

ウモリが確認できた場合は，これらの項目の

ほかに，標識装着の有無を確認した。
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　調査の結果，キクガシラコウモリ科キク

ガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，ヒ

ナコウモリ科テングコウモリ，ウサギコウモ

リ，モモジロコウモリ，ユビナガコウモリの

２科６種を確認した。このうち，ウサギコウ

モリとテングコウモリは愛媛県における調査

洞のみでの確認であった。ユビナガコウモリ

は６Ｃか所の調査洞のうち８ヶ所で確認した。

このうち最も個体数が多かった調査洞は龍河

洞（高知県香南市）での約６Ａ５５頭であった。

香川県においては，２ヶ所で確認できた。こ

のうちの一ヶ所である小路川隧道（東かがわ

市）では７８頭を確認し，もう一ヶ所である満

濃池廃坑（まんのう町）では６頭を確認した。

標識装着個体は，放逐した地域である四万十

市西土佐江川崎地域で２月に２頭のみ確認で

きたが，他地域での確認はできなかった。

　今回の調査では活動期に高知県四万十市江

川崎地域を利用する集団の，主要な越冬場所

を把握することはできなかった。

四国にいるAbraxas属（ユウマダラエダシャ

ク類）は何種か

- 増井武彦

　最新の７５６６年発行の日本産蛾類標準図鑑で

は日本にはAbraxas属（ユウマダラエダシャ

ク類）は，Abraxas亜属２種とCalospilos亜属

７種が産する事になっている。

　特に後者を外観によって同定するのは極め

て困難である。演者は，９５年近く四国四県の

７９５地点において６７ＣＤ回の調査で，ユウマダ

ラエダシャク類７ＤＥＢ個体を採集した。そのう

ち展翅している７Ａ５個体のゲニタリアを今春

解剖して同定を終えたのでその結果を発表す

る。最も小型なヒメマダラエダシャク（６ＡＣ

個体：ＢＡ％）は海岸近くの低山（香川県小田

町北山，徳島県町海南町水床）から高山（徳

島県矢筈山６Ｄ５５m）まで，四国四県全域Ａ７地
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点で確認され，平地から山地で最も多い種で

５月初旬～６５月中旬まで見られた。

　街路樹のマサキの害虫で有名なユウマダラ

エダシャク（７Ｃ個体：６６％）は平地性で５月

から６５月までボツボツ得られるが少ない。二

レ科のオヒョウのみを食するキタマダラエダ

シャク（６Ｄ個体：８％）は６月上旬～８月上

旬に四国ではごく限られた山地（剣山見越，

石鎚山系石黒山，古岩屋，黒森峠，高縄山で

確認できた。剣山を除けば大変稀であった。

香川県には産しない。ヤナギ類を食する山地

性のクロマダラエダシャク（６９個体：６％）

は，意外にも香川県では讃岐山地の大滝山で

５～９月に７個体も得ているが，徳島県剣山

見越，剣山山系の一部腕山にある水口峠など

６５５５m以上の山地で稀に産する。マユミ科を

食するヒトスジマダラエダシャク（６Ｂ個体：

７％）は，香川県では古く大滝山：木綿織の

記録（豊島，６ＥＡＥ）があるが，大窪寺，虹滝，

不動滝の３か所，徳島県では山地を中心に６

か所で確認されたが，中間山地から山地にか

けて広くかつ稀に産する。以上のように香川

県以外の３県は７種全て産するが，香川県で

は，キタマダラエダシャクの分布は難しいと

思われる。なお同定が簡単であるAbraxas亜

属の２種，スグリシロエダシャク６個体，ス

ギタニシロエダシャク３個体と意外にも極め

て稀であった。

北海道・サハリン産のハントウアカネズミと

タイリクヤチネズミの大きさの変異：形質置

換で説明できるか

- 金子之史

- （香川大学名誉教授：香川県坂出市在住）

- 中田圭亮

- （北海道立総合研究機構林業試験場

- 森林資源部保護グループ）

　ハントウアカネズミApodemus peninsulaeは

北海道，サハリン，シベリア，モンゴル，中

国（黒竜江・吉林・遼寧・河北・山西・陜

西・甘粛・四川・青海省，内モンゴル自治

区），北ビルマ，および朝鮮半島に分布する

（Kaneko１-７５６７）。一方，タイリクヤチネズミ

Myodes rufocanusは北海道，サハリン，フィ

ンランド，シベリア，モンゴル，中国（黒

竜江・吉林省，内モンゴル自治区），およ

び朝鮮半島北部に分布する（Kaneko１６ＥＥ５；

Kaneko-eが-al３１-６ＥＥＤ）。しかし，北海道・サハ

リン産と大陸産との比較研究は両種の分子

遺伝学のみであり，形態学はハントウアカ

ネズミでのVoおonがかoぎ-eが-al３（６ＥＣＣ）しかな

い。サハリンには，ハントウアカネズミの競

争種となるApodemusは生息せず，タイリク

ヤチネズミには競争種となる可能性のある複

数のMicrotusが生息する。一方，北海道では

ハントウアカネズミを含め３種のApodemus

が生息し，Microtusは分布しない。このこと

から，北海道での両種の形態的変化は競争種

の有無による形質置換と考えられてきた（阿

部，６ＥＤ９）。このような競争種の有無による

形質置換を考えるには，隣接した位置にあり

類似した島面積である両島は適切である。演

者らは，国内外の自然史博物館と個人所蔵

標本の性的成熟個体のハントウアカネズミ

計７５７頭とタイリクヤチネズミ計８８７頭（四川

省・北ビルマ産８頭のハントウアカネズミの

性的成熟は判定できず）を用いて，両島産の

両種の形態的特徴を明らかにした。緯度との

関係では，頭骨切歯先端から第３臼歯後端長

（I２Ｙ８）や頭胴長の平均値は，ハントウアカ

ネズミでは大陸の中国黒竜江省が最大で南北

に減少する傾向を示したが，北海道・サハリ

ン産はその分布域全体の中で小型であり四川

省・北ビルマ産に類似した。しかし，北海道・

サハリン産の臼歯列長の平均値は他のいずれ

の地域よりも短かった。一方，タイリクヤチ

ネズミでは季節的変異を考慮しても，大陸で

はほぼ均一なI２Ｙ８や頭胴長の平均値を示し

たが，北海道・サハリン産はこの傾向より大

型化し，さらに利尻島産は大型化していた。
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したがって，両種の北海道とサハリンにおけ

るこのような類似した形態的変化は，競争種

の有無による形質置換とは考えられず，別の

視点から再度検討する必要があるであろう。

香川県沿岸におけるベラ科魚類３種の分布パ

ターン

- 松本一範・阿地　彩・谷　沙奈枝

- （香川大・教育）

　香川県沿岸の７８地点でベラ科魚類３種（ホ

シササノハベラ，キュウセン，及びホンベ

ラ）を釣りによって採集しそれらの分布パ

ターンを調査した。ホシササノハベラは，県

西部の荘内半島近辺では採集されなかった

が，キュウセンとホンベラは県内ほぼ全域で

採集され，ホシササノハベラの採集速度（≒

生息密度）の分布パターンは，キュウセンや

ホンベラのそれとは異なった。一方，キュウ

センとホンベラの採集速度の分布パターンは

異ならなかった。ホシササノハベラの採集速

度は溶存酸素量と負に相関し，四国本土より

も島嶼部で高かった。キュウセンとホンベラ

の採集速度は水温と正に相関したが，四国本

土と島嶼部で採集速度に差はなかった。これ

らのことから，ホシササノハベラと他のベラ

科魚類２種の生息場所は若干異なることが考

えられるが，３種とも節足動物や軟体動物を

主な餌としていたため，同所的に生息する３

種間には餌を巡る競争が生じている可能性が

高いことが示唆された。
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